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（
1
）

　古典資料センターが所蔵するジョン・アダムズ旧蔵プライス・コレクションについて紹介を

試みたい。アダムズ（John　Adams，1735－1826）は，アメリカ合衆国第2代大統領である。

　収録作品を先ず，紹介しておこう。

　プライスの著作（13点）は，8冊に製本され，4冊が1つの美しい秩に入れられている。つ

まり，アダムズ旧蔵書は2つの秩からなっている。アダムズの愛蔵書に対する暖かい姿勢とプ

ライスに対する高い敬意が伝わる。収録された書籍は以下のようである。（書名の前のローマ

数字は巻数である。）

　I　ArθU‘εω0∫伽ρr‘η伽αZ卿θSむ‘0πSαη4φμCμどむ‘es加πorαJs．P疏ZCぬrJツ伽Sεrε」αむ1η8

　　亡0むんθo噌磁♂0∫0ωr‘dθαSO∫Uε吻ε，εむSπαむ鷹，∫0μπdαむ‘0π，rε∫εreπ0θε0伽面砂，0わZε8α一

　　亡‘o几，sμδノ臨一ηLαむ亡θr，α認sαηoむloπs．London　MDCCLVIIL

　II　　170αr（fεSSθrむαむε0πS．

　　　1．　　On　Providence．

　　　II．OnPrayer．

　　　III．On　the　Reasons　for　expecting　that　virtuous　Men　shall　meet　after　Death　in　a　State　of

　　　　Happiness．

　　　IV．On　the　Importanceof　Christianity，the　Nature　of　Historical　Evidence，and　Miracles．

　　　The　fourth　edition，with　additions．London　MDCCLXXVIL

　皿丁ωoεrαoむsoηc‘o‘」互わθr亡』y，むhθωαrω泥んA珊θr‘cα，απ（∫亡んedεわ亡sαηd∫‘παηcθso∫亡んθK‘ηg－

　　do肌，ω励αgθπerα置耽roゴμcむ‘o昂α昂d　sμppJε1ηε漉．London　MDCCLXXVIIL

　　　／1（1d‘εεoηα♂oわsθrびαε‘oπs　oηεhθηαむμrθαη｛∫θαZμ∈～o∫c‘u鉱Z‘δer亡ツ，απ（1乙んθωαrωεεh　A1γ乙（～r一

　　‘cα，αZsooわsθルαむ‘o泥soπsch飢2s∫orrαεslπ8moπeツわツPμ槻cZoαηs’α疏εsむor‘cαZdε磁cむloπ

　　απdlαπα♂ツs‘s　o∫亡んeπαε‘oπαJ　dεδε’αηdαδr‘θゾ’αoooμηむo∫むhθdεわむsαπd　rθsoμrcεs　o∫Frαπcε，

　　the　third　edition，with　ad砒ions．London　MDCCLXXVIL

　　　Sμρψ肌飢εosθcむ‘oπ111，Pαrεπ，co漉α1漉9α戯ε‘o几αどoδsθr臨‘oηsoπscんε〃～θs∫orrαごs一

　　加9肌o花eツδlyρμわ髭c　Zoαπs．（withεl　separate　pagination）

　IV　　A　sθrητoπ，（1θ互びεrα1むoα（）oπgr（～8α亡εoπo∫Pro亡esεαπ亡（涜ssθη亡αgs，αむ∫∫αohπθ＝y，oπホhe10むh

　　o∫Fθ6rμαびZαs亡，わθεπ9むhθ面ッαρpo競εd∫orα8θπθrαげαsむ，ωω肋んαrθα面εd，rθ肌αrhs
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　oηαραssα8召επεんe　B‘sんop　o∫Loη｛101ゼs　SεηηoπoπAsh－VVθdπεs（fα』y，1779，the　third　edition．

　London　MDCCLXXIX，
　　　ハ（1‘scoμrseα（∫（∫rεssε（Z亡oα（〕oπ8rθ8αεεoπαεHαcんηθツ，oπFεわrμαry21，1781。　Bθ‘π8むhε（∫αツ

¢ρpo謡2d∫orαPμ配‘o∫αsε．London（1781）．

　　　み7Lαppeα♂む0εんθραb麗C，0π亡んεSこZわノεCε0∫むんθπα加0πα♂（1εδε．ハπεωed記ε07L．　胚！託んαπαρ一

Pε履κ，00漉α1漉9θ，‘μαπαむ0君yoわSθruαε‘0πSαπd励Jes’απdαπαCCO肌む0μんθρrθS9厩Sεαむε

　o∫poμ1αε‘oπ1πノVoげoJん，z41soαπαゴ砒‘oηαZp陀∫αce．London　MDCCLXXIV．

　　　Tんεsεαむθo∫むんθPμわ互c（1θ玩sαηゴ∫επαπcεsαむs‘8漉π9むh2ρrθ瓦ηL‘παrlyαr亡ごcZεs　o∫ρeαcεεπ

　」αημαrツ1783．　VV琵hαρZαη∫or　rαごs‘π9ητoηθツわツPμわZZo　Zoα几s，απd∫or　rεdlθεη1‘π9εんθP4～）」εc

　dθδεs，the　second　edition．London　MDCCLXXXIII．

　　　ハπθssαツoπむんθPOPμ」αむ‘o花oノ’E昆8Zαπ（Z，∫roητ亡んεRθooZ膨面oπむo亡hερres2π亡む‘〃こε．　VV‘εん

　α泥αρP（～π〔五κ，coπむα‘πε几8rθηταrんs　oπεhθαccoωπ乙o∫惹hερoραZα亡ごoπ，惹rα〔ノθ，αηdl　rεsoμrcεs　o∫

　むhθK漉gdloηL，επルfr。Eゴθη’s　JθεεθrsεoLor（1σαrJ‘sZθ，thesecondedition，with　correctionsand

　additions．London　MDCCLXXX．

V・4∫7θθ伽cμss‘oηo∫むhεdocむr漉so∫肌αむerごα1‘s〃L，α認ρh‘Zosoρ肋α厩ecθssめ，‘πα

　corrθsppoηdεπoθδ就ωθθη1）r．Pr‘cθ，απd1）r．Pr6θsむ♂¢y．Toωhεchαrθαddlθd，わly1）r．」Pr‘θsμeッ，

　απ‘π亡rodlμcむ‘oπ，θ，‘pZα‘ηεη8むんθπα亡μrθo∫むhθ（〕oπεroびersツ，α几d　Zεε亡εrs亡o　sεuεrαZωr此ersωho

　hαuθα庸Lαdoθr副oπ配s伽⑳s髭εo花sreZαε論8むo肌α伽rα認sp地，o擁‘sケe副sεoπ

　ηθcθss靭．London　MDCCLXXVIIL

V【　　0わsεrθα撹oπs　oηrεuθrs‘oπαrツραツητθπ亡sダoπschεπLεs∫or　proθ‘（∫‘π8αππμ琵‘εs∫orω‘doωs，

　απd∫orpersoπs‘ηo乱メα8θ，o　oπ孟hθη3θεんo（10∫（｝αJcμZαむ‘π8むhεびαZαes　o∫αssμrαπc召s　oπ互uθs，’

　απdl　oπεhε几αε‘oπα」（∫θわむ．Toωh‘cんαrθαdde｛1，∫oμr　essαッs　oπ（Z静θrθ舵sμわヅθαsぬむhθdoc一

　εr加eo∫Z‘∫ε一α肌臨lesα屈po鰍cα’αr齢mα‘ch，ε几」αrgθd就o伽o∂oZ猟εsわッα磁ε‘oηα’

π0乙esα雇θSSαツS，αcoJZθCむε0几0∫氾θ脱α漉S．α傭むor）70μんθS撤επ8∫肌d，αSεαむθ0∫伽ρμδ一

　　髭c　dθ尻s‘π」απμα耽y1783，αηdαposむscrゆむoπ亡hθρoPμZα亡‘oπo∫むんθK‘πgdoη乙．The　fourth

　edition．VoLL　London　MDCCLXXXIIL

皿　The　same．VoLIL

V皿　　0わs（3roα琵oπs　oη亡んε‘1γ乙porむαηcθo∫亡hθAη乙εr‘cαπRθレoZμε‘oπ，απ（1亡ん（ヲ侃θαπs　o∫肌αh‘π9‘ε

　αわεπθ∫琵むoむんθωorZ（∫．Toωん‘ch‘sαd‘fθd，αZθ屍θr∫ro肌ルf．Tμr80ε，♂α亡e　oo1ηρεroZZθr－gθηθrαZ

　o∫εんθ∫‘παηcθs　o∫Frαπcθ’ω記hαπαPPθπ｛1‘％，（〕oπεα‘π‘π9αむrα几sZαε‘oπo∫亡hε　VV‘∬o∫ルf，

　Fo吻泥6∫伽αrd，厩吻ρα薩shθd‘πFrαπcε．London　MDCCLXXXV．

（
2
）

　　このコレクションは，フ。ライス（RichardPrice，1723－91）の作品中，アメリカ関係の諸著作

と対アメリカ戦争の戦費調達に関連しての財政問題の諸作品が中心であることが特色である。

　　第1巻の表紙裏，見開き左側に蔵書票がある。JohnAdamsとあり，Libertatem　Amicitiam

Retinebis　et　Fidem（あなたは自由と友情と信頼を大切にするであろう）と書かれている。そ

してまた，タイトル・ページの見開き左側ページに書き込みがある。Caroline　Amelia　deWint

fromherGrandfatherJohnAdamsinhis87thyear－1822と読める。キャロライン・アメリア
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デウィントが1822年に87歳の祖父ジョン・アダムズから，このコレクション（あるいは第1巻

をなすこの著作）を貰った旨のものである。

　第H，皿，珊巻には，JohnAdamsSmithの蔵書票がある。これにはFinisCoronatOpus（終

りよければすべてよし）と書かれている。

　ジョン・・アダムズ・スミスは，キャロラインの次兄である。この兄妹についてはすぐ後で述

べる。

　また，第皿巻のflyleafにはT．Johnの署名がある。アダムズの家系にはこのような名前は

見いだせなかった。これらのものが，辛うじてアダムズ以後のこのコレクションの歴史をうか

がわせている。だから，今世紀初めに編まれたジョンの1日蔵書のカタログには，これらの書物

およびパンフレットの記載はないのである。ω

　また，第皿巻の丁加餓ρor6απoθには，JohnAdamsのサインがあるが，これは，アダムズ自

身のサインかと思われる。（2）（図版参照）

ず
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ジョン・アダムズ旧蔵プライス・コレクショ

ン中のジョン・アダムズの署名と思われる

もの（右肩）

「

The　Works　ofJohn　Adams，voLVIIに掲載

のジョン・アダムズの筆跡（一部）
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　書き込みは，あまりない。第1巻（Arθulεω）の45ページ，．，．．whatismoreimpossible，that

fortheimaginationtorepresenttoitselfmattervoidofcolour：＿という原文にアンダーラ

インがひかれて，そのマージンに書き込みがある。

　　　I　doubt　the　accuracy　of　this　observation．Is　a　man　bom　blind　altogether（leprived　of

　　Imagination？

　第皿巻の8ページ（「こうして大きな国に自由な統治はうちたてられるであろう」という主

旨の文章）のマージンにSt．Pierreと書かれている・

　第IV巻の第4パンフレット（丁舵sむ磁θo∫ε舵p酌傭dεわむs＿．）のタイトル・ページ右肩に

「2」とインクで書かれている。

　第㎜巻には，50，52，54，62，64の各ページに強調の鉛筆書きの側線がある。

　書き込みは以上ですべてである・だれの手によるかは確認できない。

　上の第IV巻第4パンフレットには，後に別に刊行されたPostscript（pp．16）がある。

　第VIおよび皿巻を占めるRεびεrs‘oηα型pαッ〃2θ漉sは，EarlofShelbume宛の献辞を持ってい

る。

　第皿巻のThθ施por蝕πoεo∫εhε、4侃erεcαπRθoo航‘oπは，第2版である。初版（1784年）も

贈呈されたことがはっきりしている（3）けれども，このコレクションにはなぜか含まれていない。

　ジョン・アダムズ・スミス（1788－d那π肌1854）とキャロライン・アメリア・スミス（Caro－

lineAmeliadeWint，n6eSmith，1795－1852）は，ジョン』アダムズの長女（AbigailSmith，n6e

Adams，1765－1813）の次男と長女である。アブゲイルは同名の母の寵愛を受けていたから，ジョ

ン・アダムズ・スミスは生まれたばかりの赤ん坊の頃から，祖母アブゲイルに可愛がられ

た。〔4》その妹，キャロラインは，「ピンク色の，小柄の可愛らしい子ども」で，ジョン・アダム

ズは，かれらの父，つまり義理の息子の「大言壮語癖」にうんざりしながらも，キャロライン

を慈しんだ。長じて，スーザン・ボイルストン・アダムズ（SusanBoylstonAdams，1796－1846），

つまりジョン・アダムズの次男チャールズ（Charles　Adams，1770－1800）の娘が，体格は人並

以上なのに精神はそれに追いつかないのに対して，同じ年頃のキャロライン・アメリア・スミ

スはそれと対照的に「物腰が柔らかく，気だてのやさしい……どこから見ても魅力的な」子ど

もであったし，スーザンがアブゲイルの頭痛の種であったのに対して，キャロラインは訪れる

のが待たれる存在であった。

　兄ジョン・アダムズ・スミスは，第6代アメリカ合衆国大統領となる叔父ジョン・クィンシー・

アダムズ（JohnQuincyAdams，1769－1848）の秘書を務めた（1815－19）りした後，ハミルトン

の近くで弁護士もし，郵便局経営もした人物である。キャロライン・アメリア・スミスは，

1814年秋，ジョン・ピーター・デウィント（JohnPeterdeWint，1786－1870）と結婚した。デウィ

ントは，キャロラインの長兄ウィリアム（William　Steuben　Adams，1787－1850）とコロンビァ

大学の同級生であった。「控え目でもののよく分かった，裕福な」夫であった。婚約を聞いて，

ジョン・アダムズはデウィントに真情溢れる手紙を送り，デウィントの沢山の姉妹たちに「わ

たしの優しい，わたしのよく気の付く，わたしの可愛いキャロライン」をどうかくれぐれもよ

ろしくと言ってほしい旨を書いた。この結婚によって，二人の問には12人が生まれる。最初の

子の誕生日は，デウィントとジョン・アダムズ，つまりその子からすれば父と曾祖父と全く同

一4一



じ日（10月19日）であった。キャロライン・エリザベスと名づけられたこの子は，このことも

手伝ってか，あるいは，最初に見る曾孫だったという理由でか，曾祖父夫妻に来訪を歓迎され

た。151もちろん，デウィント夫妻はそれからも生まれる曾孫を伴って，アダムズを慰めに訪れ

た。1818年には，アダムズは最愛の妻アブゲイル（AbigailAdams，n6eSmith，1744－1818）を

失うのである。

　アダムズの所有したリチャード・プライスのコレクションは，こういう状況の中でキャロラ

イン・アメリア・デウィントに贈られ，かの女が船の転覆事故でハドソン河で水死した後，次

兄ジョン・アダムズ・スミスに渡ったもののように思われる。この次兄は結婚せず，係累を残

さなかった。

注

（1）Boston　Library（ed．），A　cαεα‘08μe　o∫ぬdめrαrly　o∫Jo伽Adα肌s，1917．Ms，Roberta　Zonghi

　（Boston　Public　Library）によれば．Deθゴsαπdo疏θr　doc昆me薦s　reJα麗η9孟oεんeseひerαZρ【eces　o∫

　」α雇α層ε0伽励rαrツρresθ漉ゴε0伽To［肌0∫Qμε几CンわンPresεdε鷹・44αmsε09θ伽rω航α

　cαεαめ80∫疏eわoo船，1823．にすでに，プライスの書物の記載はないとのことである。

（2）丁舵ωo漉sq〆Joん几Adα肌s，voLVII，Boston1865には，この点を確認できる自筆コピーがある。

　（図版参照）このパンフレットを贈ったはずのプライスの筆跡ではないように思われる。わたしは，

　プライスの筆跡をシェルバーン文書（ミシガン大学W．L．クリメンス図書館）や，デイヴィド・ウィ

　リアムズ図書館（ロンドン）で見ている。念のため，Tんecorrespoπd肌cθo∫RεcんαrdPrεce，3vols．

　を共同編集したディヴィド・0・トマス博士にゼロックス・コピーを送って確かめたところ，プライ

　スではないという回答を得ている。

（3）John　A（iams　to　R．Price，in　Tんθcorrθspoηdeηce　o∫RεcんαrdPrεce，voL2．edited　by　D．0．Tho－

　mas，Durham　and　Cardiff1991，pp．271－2．次節参照。

（4〉PageSmith，Jo肋・4dα肌s，voL2（1784－1826），p．741，772，784，810，アブゲイルは孫たちをひと

　しなみに可愛がったから，ジョン・アダムズ・スミスだけが寵愛を独占したわけではないが，ジョン・

　アダムズ・スミスは，「利発な，人を引き付ける子ども」だったと言う。Cf．，1b認．，p．808．祖父ジョ

　ン・アダムズがジョン・アダムズ・スミスをその兄ウィリアムとともに愛したことについては，Cf．，

　1わ‘ol．，p．870．

（5）　「アダムズの最大の楽しみの1つは，キャロラインとジョン・ピーター・デウィントの訪問であっ

　た。」それまでゆうに1週間はかかっていたボストンとニューヨークとの旅は，1816年には，新しい

　蒸気船によって48時間に短縮された。Cf．，1b認，，p、1119．

（
3
）

　アダムズとプライスとの交友は，アメリカ革命の過程で生じた。そもそもは，プライスのア

メリカ革命擁護に感謝して，独立13州の連邦会議がプライスに「合衆国の市民となり財政規則

の作成に助力を与えてもらうよう要請する」旨の決議を行って，このことをプライスに伝える

よう，ベンジャミン・フランクリン，アーサー・リーおよびジョン・アダムズに命じた（1778

年10月6日）ことに始まる。この決議は，もしプライスが家族とともにアメリカに移住するな

らば，移住費用と住居を提供することを付記していた。3名の書簡は，同年12月7日パリから
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発信された。IDその後，アダムズは1783年のパリ条約でブリテンがアメリカ独立を承認、した後

の初代アメリカ大使としてブリテンに駐在した。この時，二人の交友は親密になった。アダム

ズはジェファースン宛の手紙の中で「わたしは，イングランドにいた1785年から1788年までプ

ライス博士とは親密でした」（2）と書いている。プライスの側でも，共通の友人ジェファースン

に「アダムズ氏の会話と友情を非常に嬉しく思っています」と書き送っている。（3）アダムズ家

は，滞英中ハクニのプライスの集会によく出席した。妻アブゲイルは「もし命あってアメリカ

に帰ったら，プライスの説教が聴けないのを残念に思うでしょう。……わたしはかれの性格を

尊敬し，人となりを愛しています。かれの言葉は心の底から出ています」と，書いている。ω

　かなり時間をおいて次に書かれた手紙はアダムズからプライス宛てのものであった（1785年

4月8日）。やはりパリからである。フランクリンを通じてプライスの『アメリカ革命の重要性

の考察（0わsθruα亡‘oπsoπ亡hεε肌por砲πeθo∫地θA肌θr‘oαηReuo’厩めη，Londonl784，2nded，

1785）』の初版と再版の両方を受け取ったお礼が主な眼目である。「それら〔パンフレット〕は

統治と商業との領域における真面目な真理の探求と言えると思います」と，「アメリカ市民の

賞賛の声」を代表しながら，アダムズは，感謝とともに書き送った。そして，「われわれは良

心を自由にすることから始めるべきだというあなたに完全に同意」し，「道徳と所有に適合す

るあらゆる宗教ならばそれを信ずるすべての人が等しい自由，所有あるいは所有の安全を享受

し，栄誉と権力を得るのに等しい機会に恵まれるならば，また統治には政策あるいは科学

（ArtsorSciences）のほかにはいかなる不可解なもの，あるいは神秘なものもないと考えられ

る時，人間性と社会状態の向上が望めると期待していいでしょう」（5）と，プライスの議論に対

してほぼ完全な同感を示した。しかし，この第2版が問題であった。

　上の原タイトルに明らかなように，第2版にはチュルゴのプライス宛の書簡が追加された。

この書簡はアメリカの政治体制に対する批判を含んでいた。アダムズは，この批判からアメリ

カ体制を擁護しようとしたのである。それが，アダムズの最大の主著となった。

、4dε∫επcεo∫むhθooπs厩碗‘oπs　o∫80uθ肌ηLε厩o∫亡he　Uπ髭εd　Sεα亡es　o∫A配θr‘oαα8α読s亡εhεαεεαcκ

o∫M．Tμr80む，επん‘s　Zθ亡εθrむ01）r．Pr‘cθ，（Zαむθ（Zむんεむωεπむ』y－sθcoπd　o∫ハ4αrch1778，3vols，，London

1787．

　それからまたかなりたって，プライスは新しいパンフレットをアダムズに送った。本コレク

ション第IV巻にあるハdεscoμrseαddrθss記εoαCoπ8rθ8αε‘o几砒Hαch舵ッoηFε翫砿ぴ21，1781，

わθ読g疏θdαッαppol脱ed∫orαp面Zごo∫αsむ，London178Lである。このパンフレットは，1776年

の対アメリカ戦争反対の政治的発言をしたことに対する弁明であった。このパンフレットに添

えられたプライスのアダムズ宛ての手紙（1781年3月19日）は，「アメリカとの仲たがいをい

つも批判してきましたので，わたくしは今では自分で驚くようなふうに感情に引きずられて政

治にのめり込みました」と書いている。このパンフレットと手紙とは，後のフランス革命時の

バークの批判に対してあらかじめ答えるものとなっていることに注意しておきたい。そして，

プライスは政治的発言を「しかし全体としてはわたくしは満足しています」と総括している点

をも記憶しておきたい。

　そしてこの手紙の末尾でプライスは，『生残支払の考察』第4版の準備をしていることを伝

える。本コレクションの第VI巻，第皿巻を占める大冊である。
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注
（
1
）

　　B、Franklin，Arthur　Lee　and　J．Adams　to　R．Prlce，in　Tんe　corresρoηdcπcθq〆拓cんαrd　Prεcε，

　vol，2，PP．29－30．

　　リーは別に単独でもプライス宛てに手紙を送り，連邦議会の決議を受け入れてくれるよう要請した。

　「あなたが居られる所では，あなたの助力は必要とされているとは思えません」と，後に『祖国愛に

　ついて』なる論説を書くプライスに対して，リーは訴えた。プライスは3名に対して，謝絶の手紙を

　丁寧に書いた。「わたくしはそのような助力をしてさしあげる力を充分に持ってはいませんし，それ

　にこの国に強く結びついていますし，また急速に人生の晩年に向かってもいますから，移住など考え

　られません。」（1779年1月18日）

　　同じ日付のリー宛ての長い手紙の中では，「歳をとるにつれてわたくしは怠惰になっており，おそ

　らくそのためわたくしは公けの仕事は出来なくなっています」とプライスは書いている。ちなみにプ

　ライスはこの時，55歳である。そして誰しもプリーストリのアメリカ移住が対照的に思い起こされる

　であろう。

　　もっとも，プライスとフランクリンとの交友はこれ以前から始まっている。両者の書簡の最初は，

　1766年12月15日のプライスからフランクリン宛であった。Cf．Price　to　Franklln，in　T舵corresρoル

　deηcθo∫R‘cんαrd－Prεcθ，voL1，editedbyD．O，ThomasandW、BemardPeach，DurhamandCar－

　diff1983，pp．41－2．

　Uη琵2dl　Sめαむθs　o∫A肌eπcα」ωL疏α砺θo∫疏θα眈んor，ηo孟θsαπdむZZμsむrα㍑o几s，δly加s　grα加lsoη

　CんαrZesFrαπcεsハdlαms，voLX，Boston1856，p．68．

　by　D，0。Thomas，Durham　and　Cardiff1991，p．314．

　むθrs　o∫Abε8αごε。4dα肌s，1788－1801，ed．Stewart　Mitchel1，Boston1947，p，53．A（lams　to　Price，20

　May1789，in　Tんθoorresρoπdθπce　o∫RごcんαrdPrεce，vol．3，pp、225－8．

　271－2．

（2）」．Adams　to　TJefferson，14Sept．1813，in　Tんcωorんs　o∫JoんηAdαms，Sθcoηd　Pres認e配oμんθ

（3）　R．PrlcetoT．Jefferson，Oct．24th1785，in　Tんθcorrεspoπde几cθo∫R乙cんαrdPrこcε，vol．2，edlted

（4）Tんe　z4dα肌s　pαρers，ed．L．H，Butterfleld，Cambridge，Mass．，1961，III，pp、212ff．Cf．1VθωLθむ一

（5）John　Adams　to　R．Prlce，April8th，1785，m　T加corrθspoηdeηcθo∫R‘oんαrd　Pr‘cε，voL2，pp。

（4）

　アダムズは，ジョン・C・カルフーン（JohnCaldwel1Calhoun，1782－1850）とともに，アメ

リカの共和主義的保守派にして，政治の理論と実践とに足跡を残した代表的人物である。アダ

ムズの主著は，Dε喪πceであろう。あるいは，それに加えてこの1）θ喪麗eの第四巻とかれ自身

が考えた1）‘SCOμrsθSOル0αUごZαを挙げることも出来よう。1）ε脅配θを執筆，刊行した時，アダ

ムズは，上記のようにブリテンにいた。

　1）4eπcθがチュルゴ批判であることは，既に書いたが，じつはアダムズはチュルゴの見解を

かなり以前から知っていた。「私は，フランスに着いた1780年に，自分が起草したマサチュー

セッツ会議大委員会報告の印刷された1部を持参しました。これは議論の対象になりました。

チュルゴ氏，ラ・ロシュフーコー公爵そしてコンドルセ氏その他の人々はフランクリン氏の憲

法を褒めそやし，私の憲法を批判しました。」（1）1778年のチュルゴのプライス宛書簡は，1784年
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に公表されたけれども，アダムズは，チュルゴの見解を1780年にはフランスで実地に知ったし

（ひょっとすると1778年に渡仏の際に既に知ったかもしれない），しかもそれがチュルゴだけの

見解にとどまらないことも知っていたのである。

　アダムズの見解は，原理的には，単純明快である。「権力は，制約されず均衡が取られない

ときは必ず乱用される。」（2）この原理に立ってアダムズは，「立法権を3部門に分け，行政権を

立法権と分け，司法権を両者と分け」た。しかし，アダムズの理論は，完全に実際に移された

わけではない。「この3冊本は合衆国の憲法とはなんの関係もありません。それは存在してい

ませんでした。」ところが，チュルゴたちは，単一の中央集権政府をよしとし，アダムズ的な

憲法をブリテンの単なる模倣と見たのである。（3）こうした見解が，アメリカ自体のなかにもな

かったわけではない。こうしたことが，アダムズにチュルゴ批判を書かせることとなった。こ

の三権分立論に立って，アダムズは，チュルゴを「真の自由な統治構造を著しく誤り考えてい

る」ときびしく批判した。要するに，アメリカとフランスとの政治理論的常識の対立，地方分

権と中央集権，3権分立と権力集中との対立であったが，市民の政治的成熟の問題もからんで

いたであろう。啓蒙の段階を越えていたか，まだその段階にあったかという問題である。

　あまり注目されないけれども，アダムズには次にような興味ある発言がある。統治形態の問

題の底には，人間観の問題があると言うのである。「諸君も私も，蜂の寓話よりトリストラム・

シャンディのほうを評価し，ホッブズよりはバトラーのほうに同意する。心の欲深い横柄より

はむしろ弱さこそが，人間を無制限の権力を託すににふさわしくなくする。」ところが，「あら

ゆる情念には限界がない。」情念は拘束すれば，萎えてしまう。しかし，情念は不可欠の重要

性を有する。金銭欲，名誉欲，権力欲がそうである。この矛盾を解決するのが，均衡論である。

「ひとは，内心においては理性と良心の支配のもとで愛情と欲求との均衡をはかり，外面にお

いては権力の均衡に努めるべきである。」（4〕これは既に，ベンサム的世界である。そうだとすれ

ば，アダムズとチュルゴとの対立は，アングロ・アメリカ的政治常識とフランス啓蒙との対立

であったと理解できるであろう。

　なお，アダムズは，P顔επcεの中で政治思想史的考察を行い，その中でプライスを論じてい

るし，Worんs，voLIに収められた書簡26でもプライスの市民的自由の観念を論じているが，内

容に立ち入る余裕はない。

注
（
1
）

　John　Adams　to　Samuel　Perley，19June1809，Tんεωorんs　o∫JohηAdαms，voLIX，p．623。

　　なお，アダムズの政治的立場はすでに1773年の「マサチューセッッ湾州」のイギリス総督と州議会

　側との論争のなかで確立しつつあった。Cf．，丁舵δr4soノ疏eAmθr記απRεoo’砿彦‘oη，NYandLon－

　don1981，passim．なお，この直前の1760－69年にマサチューセッツ湾州総督であり，やはりボストン

　市民と相容れなかったのが，サー・フランシス・バーナード（SirFrancis　Bemard，1750－1818）で

　ある。バーナードについては，わたくしの『ロバアト・オウエンと近代社会主義』（ミネルヴァ書房，

　1993年）165－6ページ参照。

　ています。それら州は，これらさまざまな権力の均衡をとろうと努めています。イングランドでは，

　この均衡は，国王の巨大な影響力に対しては必要な抑止力でしょうけれども，すべての市民の平等の

（2）　1）げθ几oe，in　Tんeωo沈s，voLVI，p，73．

（3）　「イングランドの習慣が，アメリカのさまざまな州のほとんどでなんの特定の動機もなく模倣され
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　上に作られた共和国でもまるでなんらかの役に立つかのように，そう努めているのです。」Turgot　a

　Price，22mars1778，in　Tんθcorrθspoπdeπce　o∫R‘cんαrdPrεごe，voLII，pp．4－5．

（4）1）4eπce，in　Tんeωorたs，vol．IV，pp．406－7．

（
5
）

　ロンドンの古書店C．R．Johnson社が，リチャード・プライスの著作オリジナル55点，関連

する同時代の著作オリジナル55点，計110点のカタログをわたくし宛に送ってきたのは，1993

年7月であった。金額にして5万5千ポンドであった。古典資料センターの5年を越える予算

をもってしなければ，当時の円高の為替レートをもってしても全部を購入することは不可能で

あった。すでにセンターと図書館が所蔵するものとダブルものもあったから，すべてを購入す

る必要はなかったとはいえ，なかなかに垂誕の的たるべきものであった。このなかに，アメリ

カ合衆国第2代大統領ジョン・アダムズの蔵書があった。わたくしは，分売してくれることを

確かめて，アダムズ・コレクションを含むプライスの原作品の1部を，わたくしの停年までの

全残任期間の2年分のセンター予算をつぎ込んで購入することとした。助手の岩本君がその間，

予算無しになることを快く了承してくれたのが有難かった。

　C。R．Johnson社のクリス・ジョンスン氏によれば，同社がジョン・アダムズ旧蔵書を入手

したのは，ニュー・ヨークの古書店（グレン・ホロヴィツ氏）からであり，その先はどうやら，

ニュー・ヨークのオークションだったらしい。プライス・コレクションがアダムズ家を何時，

どのようにして離れたか，それからオークション会場に來るまでどのような運命を辿ったかは，

上述のいくつかの手がかりから推定する以外には，あまり定かではない。

　なお，C．R、Johnson社のカタログ中，本古典資料センターが購入出来なかったプライス関

連図書は，かなりのものを，文部省の助成を得て中央大学が購入している。

　I　am　most　grateful　to　Ms．Roberta　Zonghi（Boston　Public　Library），Mr．Jonathan　D．Galli

（New　Engl＆nd　Historic　Genealogical　Society）and　Ms，Miho　Yoneyama（Tokyo　Woman’s　Chris－

tian　University）for　their　kind　and　useful　suggestions　and　informations．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関東学院大学経済学部教授）
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